
ふれあい参観日開催

たくさんの地域や保護
者の皆様にお世話にな
り、お飾りづくりにお餅つ
きが実施できました。子
どもたちも一生懸命取り
組みましたありがとうご
ざいました。

香々美小学校
コミュニティ
スクールだより
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《CS目指す子ども像》

地域を愛する子ども

人とのつながりを大切にする子ども

困難に負けず、たくましく生きる子ども

今後の予定

☆1月11日 読み聞かせ

☆1月26日：琴演奏指導

☆1月31日：1.2年昔遊び

☆2月16日：第5回学校運営協議会

※状況により、変更することがあります。

今年から、香々美小学校で学校運営協議会を設置したコミュ
ニティ・スクールが始まりました。今までに3回の学校運営協
議会が開かれています。今後は、このおたよりで、会議の様子
や地域の方々との交流の様子をお伝えできたらと思います。

・地域と学校をつなぐコー

　ディネーターの役割

・多様な活動

・継続的な活動

【郷】大林　　哲（香南地区区長幹事）【会長】

【見】福田　浪子（民生児童委員長）

【見】佐々木茂宣（香南友愛クラブ会長） ★地域学校協働活動の推進

【学】池田　　晃（地域学校協働活動推進員）【副会長】 ★より多くの地域住民の参画

【学】堀　　博子（香南公民館長・地域コーディネーター） ★学校支援ボランティア組織

【郷】杉田加奈一（後継者クラブ・本校特別非常勤講師）

【学】小林　明美（香南保育園長）

【見】石井　　聡（PTA会長）

　　　杉本　智子（校長）

　　　大天真由美（事務）

・学習の支援 ・あいさつ運動 ・香々美の郷土学習

・図書の読み聞かせ ・登下校の見守り ・体験学習、体験活動

・クラブ活動の支援 ・通学路、地域の安全点検 ・鏡野町の郷育

・その他学習支援 ・生活の見直し支援

　の構築

・人材や、協力事業者の発掘

協働

地域コーディネーター

堀　博子
連携

主な活動

鏡野町立香々美小学校　学校運営協議会　活動組織のイメージ図

　　　　★　地域住民や保護者等が学校運営に参画！

学校運営協議会

　　　　１　学校運営の基本方針の承認

　　　　２　学校運営に関する意見

　　　　３　教職員の任用に関する意見

　　　　４　学校と地域住民との連携・協力の促進

　　　　５　活動計画を立て評価・学校評価

学　校

　　　学校を支える

地　域

コミュニティスクール香々美 香々美地域学校協働本部

地域学校協働活動推進員

池田　晃

学校の窓口：教頭・地域連携担当教職員

教育活動の補助・支援

【学習支援部】

生活習慣改善・通学の支援

【見守り部】

体験活動・キャリア支援

【郷育部】

主な活動

委　員：　※任期は1年　※再任は妨げない　※最大15名まで

　　　近藤　保彦（教頭）

学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校
協
働
本
部
が
、

車
の
両
輪
と
し
て
学
校
の
運
営
を
推
進
す
る
。

香々美小の子

どもと先生と

保護者の応援

団として

校長

・学校運営の

基本方針

・学校運営

・教育活動

承認

説明

意見

令和３年度まで

●香々美学園懇談会事業

田植え、稲刈り、お飾りづくり、

餅つき他

●地域交流事業

昔遊び体験、高齢者福祉施設交流他

●公民館での活動

読み聞かせボランティア、茶道教室、

作品展への参加

●地域への参画

花いっぱい運動

●伝統芸能の継承

地蔵踊り

これまで地域の方と

一緒に活動してきた

行事をさらに協働し

ていく形をめざす。

子どもたちの学びを

地域と考え、地域と

つくる。

子どもも先生も地域

もともに育つ。

お問い合わせは香々美小学校までお願いします。 ☎56-0011香々美小学校のホームページもご覧ください。
http://www.town.kagamino.lg.jp/kagami-es/index.html

CS委員の皆様
（敬称略・順不同）

会 長：大林 哲
副会長：池田 晃
委 員：佐々木茂宣

福田波子
杉田加奈一
堀 博子
小林明美
石井 聡

よろしくお願いします。
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第4回学校運営協議会開かれる

12月２１日の会に6名のご出席あ
りがとうございました。
授業参観の後、学校運営協議会の
目指す子ども像をどう具体的な活
動に結びつけるかが今回のメインで
した。グループ協議の中で、より多く
の人とふれあえる場、地域を知る機
会、ゲストティーチャーに授業に入っ
ていただくために、今年度は、人材
バンクを作成しようという話になりま
した。地域にお世話になるだけでな
く、子どもと地域が双方向で助け合
う機会にするための土台づくりにな
ります。来年の活動につながる楽し
い熟議の時間となりました。皆様、情
報をお寄せください。
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